


皆様にご回答いただいた質問票の集計結果（一部）をご報告します。

　今回は 6 歳質問票の結果より、お子さんのおねしょ・おもらしについてご報告します。

　『5 歳以上で、1 か月に 1 回以上のおねしょが 3 か月以上続く』ことを、医学用語で『夜

尿症』と言いますが、すべてのお子さんに治療が必要というわけではなく、自然に治るケー

スがほとんどです。

※この結果は2022年5月9日時点での兵庫ユニットセンターの参加者さんからの回答に基づく暫定的結果です。結果は四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります。

最近３か月のあいだに、１か月に

１回以上おねしょをしましたか？
回答数：3,815

（無回答：9 件）

おねしょの頻度が１か月に１回以上のお子

さんは 22％でした。

いいえ

78％

はい

22％

おねしょをしなかった期間が６か

月以上続いたことがありますか？
回答数：827

（無回答：47 件）

3か月以内に1か月に1回以上おねしょ

をしたお子さんのうち、おねしょをしな

かった期間が 6 か月以上続いたお子さ

んは 19％でした。

いいえ

81％

はい

19％

３か月のあいだに、毎月１回以上

昼間のおもらしをすることがあり

ますか？ 回答数：3,815

（無回答：65 件）

日中のおもらしの頻度が、１か月に１回以

上あるお子さんは 11％でした。

いいえ

89％

はい

11％

引用文献　夜尿症診療ガイドライン 2021　編集：日本夜尿症学会

　夜尿症の原因は、

　①　夜間に膀胱がおしっこでいっぱいになっても目を覚ませない

　②　夜間、膀胱におしっこを溜めておく能力が未熟である

　③　夜間の尿が多い

　ことなど、いくつかの要因が関係すると言われています。子どもの性格や育て方などとは関係がありません。

夜尿症の原因は？

　夜尿症の中でも、おねしょ以外の症状がない子ども（つまり、日中におもらしをしたり、おしっこが出にくいなど、

昼間の症状がない）の割合は、6 歳で 13% とされており、年齢とともに減少しますが、ごくまれに成人まで続くこ

とがあります。

年齢ごとの夜尿症の割合はどれくらいなの？

　多くの子どもは、成長とともに自然におねしょをしなくなっていきます。しかし、生活指導などの治療を行うこと

で早く改善することが多いと報告されています。そして、おねしょから卒業した子どもたちは、自尊心の回復がみら

れたという報告もあります。おねしょに悩んでいたり、6 か月以上おねしょをしなかったのに再びおねしょをするよ

うになった場合（二次性夜尿症）は、小児科もしくは泌尿器科に相談してみてください。

夜尿症はどこに相談すればいいの？

　おねしょの状況や日常生活の様子をお伺いして、尿検査などを行います。まれに、夜尿症をきたす可能性のある病

気が原因となっていることがありますので、必要に応じて血液検査や超音波検査などを行うこともあります。

受診したらどんなことをするの？

　まずは塩分摂取を控える、寝る前の水分摂取を控える、寝る前にトイレに行くなど、生活改善に取り組みます。そ

れでもおねしょが続く場合は、お薬を飲むなどの治療を行うことがあります。

夜尿症の診療ってどんなの？

聞きたい　 子どものおねしょ

気になるおはなし むこのコーナーでは、参加者の皆さんが知りたい

と思う情報を兵庫ユニットセンターの職員から発信

していきます。

根絶された病気根絶された病気

エコチル調査兵庫ユニットセンター
　特任講師　小児科医

田中　靖彦

　私が医師になってすぐのころ、水疱瘡（みずぼうそう）の診断について大先輩から詳し

く指導していただきました。その理由の一つとして、初期には天然痘との区別が難しいこ

とがあります。天然痘は 1980 年に根絶宣言されており、私が医師になったころにはす

でに心配のない病気でしたが、年長の医師にとっては見逃してはならない病気であること

がしみついていたのでしょう。

　天然痘は長年の間猛威を振るい、毎年数百万人が死亡していましたが、ジェンナーによっ

て実用的なワクチンが開発されてから実に 200 年の歳月と、多くの人たちの国をまたい

だ努力の結果、最終的に根絶されました（実験室には保存されているので恐竜のように「絶

滅」とは言いません）。

　ではどんな病原体でもいずれは根絶できるかというと、そうとは言えません。世界の隅々

まで分布し、スキがあればどんどん増える、目に見えない微小な病原体を一つも残さず無

くしてしまうのは一見不可能と思われます。天然痘の場合は、以下のように根絶できる条

件がそろっていました。

①　感染すると発症率が高く、見た目に特徴的な症状を示し、治った後は長期間ウイルスを

　　排出することがなかった。そのために感染源を見逃さずに対応することができました。

②　感染を予防できる有効なワクチンがあった。また天然痘ウイルスは突然変異を起こしに

　　くく、後から新型天然痘が出現して再感染したり、ワクチンが効かなく

　　なることもありませんでした。

③　人間以外に感染することがなかった。インフルエンザのよう

　　に動物に感染することがないので、人間だけに対応すれば

　　よかった。

　燃えるものをなくせば大きな火事もやがて消えてしまうよう

に、ウイルスもついには消えてしまったのです。天然痘に続き、はしか（麻疹）やポリオ

はすでに感染数がかなり減少しており、将来的に根絶が可能だろうと言われています。

　近年、定期予防接種のワクチンの種類は増えつつあります。多くのワクチンを接種する

ことは大変な負担ですが、そのおかげで細菌性髄膜炎などの危険な病気が明らかに減って

きています。これは統計を見るまでもなく、医療現場に長くいれば

実感としてわかります。

　　　　　　　　人間が健康に生きていくのは決して当たり前のこ

　　　　　　　とではありません。医療分野に限らず、少しずつで

　　　　　　　も世の中を安全にするためにさまざまな活動が行わ

　　　　　　　れています。その成功例のひとつが天然痘の根絶で

　　　　　　　あるといえるでしょう。


